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昭和55年度陸奥湾中央部極底層水質調査

永峰 文洋 ･天野 勝三 ･三津谷 正 ･浜田 勝雄 ･尾鷲 政幸

昭和53年夏期の貧酸素水塊の発生を契機として､陸奥湾中央部の底層水の水質が一段と注目されるに

至った｡このような観点から､県単事業 ｢ホタテガイ生育環境調査｣の一環として､極底層を含む陸奥

湾中央部の水質調査を実施したのでその結果を報告する｡

調 査 方 法

1 調 査 地 点 第 1図の10地点｡

2 調 査 期 日 昭和55年 9月16日｡

3 調 査 船 白烏丸 (7.02トン､60PS､10ノット)0

4 調査項目および方法
ヽ

採水法 :極底層 (海底面上 0.0･0.1･0.2･0.5m)については大谷式極底層採水器､表面は簡

易採水器､その他は転倒採水器を使用｡

透明度 :30cmセッキー板使用｡

第 1図 調 査 地



水 温 :防圧転倒温度計､および棒状水銀温度計 (表面のみ)使用｡

塩 分:TS-E2サリノメータ使用｡

溶存酸素 :ウインクラー法による｡

COD:アルカ])性過マンガン酸カリウム酸化ヨードメトリ-(新編水質汚濁調査指針 )による.

リン酸態リン:モリブデンブルー法による｡

硝酸態窒素 :鍋-カドミウム還元法による｡

亜硝酸態窒素 :N-(1-ナフチル)-エチレンジアミン法による｡

アンモニア態窒素 :インドフェノール法(新編水質汚濁調査指針 )による.

試水の前処理 :極底層採水器による試水と海底面上 2mの試水はWhat〝∽乃GF/Cで渡過後､分析

に供した｡

調 査 結 果 (第2図および第 3図参照 )

1 透 明 度

湾口部寄りのstn.2､Aで17-18mとなっている他は13-16.5mとなっていた｡

2 水 温

表面では21℃前後､20m層では22-19℃.底層では中央部のstn.3で16.09℃と最も低く､これを

中心に東湾では18℃以下と低かった｡

例年の同時期と比較すると西湾の底層と中央部ではほぼ同程度､東湾では全般に低めで､最大で2

℃ほどの差がある｡今年の天候は､6月に一時的に温暖であった他は9-10月頃までは全般的に冷涼

で､特に7-9月には記録的な冷夏であった｡このような気象条件を反映して水温の上昇は停滞勝ち

で､毎月実施している浅海定線観測の結果と合わせるとこの時期が最高水温となっている｡このため､

東西断面で見ればまだ鉛直混合は顕著ではなく､表面と底層の水温差は5℃程度となっている｡

3 塩 分

表面では32.6-33.4‰の範囲で複雑な分布となっていた｡東西断面で見れば中央部表面付近から東

湾側の深い層までが比較的低く､西湾を中心に見られる高塩分水の広がりはあまり規模が大きくなく

東湾にはほとんど及んでいない｡例年と比較すれば底層で0.3%前後低い他はほぼ例年程度の塩分値■

となっていた｡

極底層での分布は底層とほぼ同じとなっていた｡

4 溶 存 酸 素

40m以浅までは5ガC/P以上となっており､飽和に近い状態であった.底層での最低値はstn.3の

4.30hle/e(飽和度74.40/a)であった｡このDO極小は水温極小と一致しており､底層での水温とD

O飽和度との間には第 4図のように密接な関係が存在している｡

極底層でのDO分布は底層でのそれと著しく様相を異にし､全体として南側で低く北側で高くなっ

ており､最低値はstn.2の海底面上 (0.0m )での3.29hle/eであったQ

5 C 0 D

0.70-1.7川皿の範囲で､水平分布上のはっきりした特徴は見られなかった｡垂直的には海底面上 2

mより上の表 ･中層は極底層を含む下層よりも高い傾向があるが､これは主として試水の前処理とし

て行なった渡過の効果と思われる｡
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図 東 西 断 面 図6 リン酸態 リン底層と極底層ではおおむね0･2pgat/Pからo･5pgat
/e前後となっているが､表 ･中層では0.1

FLOat/e前後で､場所 ･水深による差は小さい.底層および極底層での分布はDOとよく似ており､DOの低いところではリン濃度が高い｡

最



7 窒 素

硝酸態窒素は底層と極底層の中央部では1- 2FLOat/e程度で､最大値はstn･A･底層の3.16vg
at/eであった｡中層以浅と底層の中央部以外ではlpgat/e以下となっていた｡
亜硝酸態窒素も硝酸態窒素とほぼ似た分布となっているが､極大層は西湾側でも底層にある点が異

なっている｡最大値はstn.3･底層の0.98FLgat/Bで､中層以残では最大でも0.3JLgat/e程度
であった｡

アンモニア態窒素は底層では湾中央部から東湾側で高く､極底層でもほぼ同様の分布パターンとな

っているが､海底面上 (0.0m)のみは等値線が東西方向に伸びるDO･リン型の分布となっている｡

表 ･底層ではiFLUat/e前後､中層ではおおむね lpgat/e以下で明瞭な分布上の特徴は認め難
い.極底層では1- 2pgat/eほどで､最大値はstn.D･0.5mの2.77FLgat/Pであった.
全無機窒素 (三態窒素の和として計算 )として見ると､表 ･中層では1- 2FLgat/2､底層では

これより高く､最大値は湾中央部 stn.A･底層での4.80FLgat/Cであった｡極底層では等値線が東
西方向に伸びるパターンで 1- 5FLgat/Cの範囲で､最大値はstn.2･0.0mの5.34FLgat/Cで
あった｡

ま と め

40m以残の中層と表層では溶存酸素飽和度は900/o以上で､栄養塩濃度も低レベルで比較的一様な分布

となっている｡底層では中央部の水温極小域で溶存酸素の低下 ･栄養塩濃度の上昇がみられた｡一方極

底層での分布は塩分では底層でのそれと類似しているものの､他のD0･栄養塩では南側の夏泊半島沿

岸寄りが高く､底層での分布パ ターンとはかなりの違いがあるO

以上のような分布は昭和53-54年にも得られており､例年と著しく異なってはいないものと思われる｡

極底層内での分布や極底層と底層との関係については不明確の点が多いが､これらの結果から見て､極

底層での水質の変化は必ずしも海底面からの距離に従って単調 ･連続的に変化している訳ではないよう

に思われる∩

底層での溶存酸素については中央部の底層で飽和度で70%台まで低下していた｡その後の10月15-17

日には60.7% が観測されている｡従ってこの後も低下していったものと考えられるが､この酸素極小水

域では低水温 ･多栄養塩となっており､昭和53年夏以来毎年夏から秋にかけて観測されている貧酸素水

塊の特徴を既に示している｡東西断面図で見ればこの溶存酸素量の低下は水深がおよそ40mを越えると

顕著となり､貧酸素となっている底層と90% 以上の飽和度を示す上層との間にはかなりはっきりした境

界層をなしている｡ 従って底層での貧酸素水塊は成層期の比較的早い時期に既に形成されていたと考え

られる｡
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付表 調 査 結 果

調査点 水深m 観測日時 透明度m 調 査 水 深 水 温℃ 塩 分‰ 塔 存 鞍 素 CODI PO｢PFLgai/e NO㌻NJOat/e NO㌻NJLgaE/e NⅠ七一NJLgat/e qL海面下m

海底上m fE/e %1 46 55.9.169:45 14.5 051020304044 I 21.121.0621.0221.1921.0920.2820.19 33.1933.1233.1333.2133.2933.3033.43 ■ 23.1223.

0823.1023.1223.2023.4323.552 53 5瓦9.1610.:30 18.0Ii 051020304051 0.50.20.10.0 21.821.5421.45r2:I.56;21.2418.52 33.3433.3333.3633_3633ー3733.4633.8133.7833.8733.8733.88 5.205.124.804.794.583.29 98.892.5 I.441.421.380.701.141.241.29 0.100.070.170.070.320.260.45 0.140.201.152.ll2.102.762.58 0.320.170.510.180.230.200.ll 1.400.730.510.970.970.88

2.65 23ー0523.ll23.1623_1023_1423.2924.273 51 55.9.16ll:47 13_0 051020304050 0.50.20.10.0 21.221.4421.5420.9820.6219.4016ー09 !32.56i33.1733.3033.3033ー3033.4933.4633.4033ー4133.3833.38 5.255.255.304.304.634.434.764.35 99.398.597.174.4 1.631.341.401.071.22I1.071.27 0_170.060.540.26α240.220.36 0.460.lll 2.181.501.141.18I.63 0.020.170.980.500.460.590.39 1 1.800.560.

970.9



調査点 水深m 観測日時 透明度m 調 査 水 深 水 温℃ 塩 分‰ * # # # CODP PO㌻ P/I,!gat/e NOB-NJO aL/C Nor-NJLgai/e NHr NJLgaE/e qE海面下m 海

底上m Jrl/e %4 47 5且9.1613:37 15.0 051020304045 0.50.20.10.0 20.119.8819.3419.2518.5917.3216ー50 32.4832.6232.87二 33.2133.2633.1933.1933.1933.19 5555.525.334.495.054.795.334.60 101.8100.794.078.1l 1.451.711.26 0.100.ll0.270.160.130.180.17 0.230.500.470.320.550.55 0.240.010.550.390.370.130.34 0.801.261.482.061.691.922.17 22.8523.

0223.3423.4723ー7124.1024.335 38 559.1614 :43 16.5 0510203036 0.50.20.10.0 20.419.5819.3718.8717.9317.41 32.8132.8832.9433_2233.2233.2133.1033.1233.1233_13 5.335.425.375.045.235.155.175.10 l97_598_295.789.1 1.221.281.49 0.130.090.ll0.070080.070.22 0.440.390.390.080.240.19 0.020.030.040ー620.230.230.23 1.29 li1.07 !1.071.751.3

80.991.04 23.0223.2923.3923.7323.9624.08A 51 559.16ll:17 17.0 05204050 21.621.4720.6018.6016.91 33_4333.3633_3033.6233_80 5.345.375044.35 101.1100.291.176.5 1.361.18 0.170.070.52 0.230.263.1

6 0.170.000.91 0.740.780.73 23.1723.1523.3424.1024.65B(吹百一こ続く) 45 5丘9.1615:23 14.0 052040 21.421.2820.4318.12 32.8533ー1233.1233.25 5.265.325.36 99.198.995.8 1.3



調査点 水深m 観測日時 透明度m 調 査 水 深 水 堤℃ 塩 分‰ * # # # CODt■ POT-PJLgaL/C NO㌻N〟gaL/C NOヂ-NpgaE/A NⅠも-NpgaL/C qt海面下m 海

底上m JrL/C %a(前酌 チら続く) 45 559.1615■:23 14.0 44 0.50.20.10.0 17.12 33.2533.1733ー1833.1733.18 :5.15l 5.055.165124.98 90.6 1.181.04 0.100.090.080.070.29 0.380.200.640.220.26 0.130.290.070.570.25

1.201.271.341.720.99 24.18C 33 5丘9.1614:10 14.5 052032 0.50.20.10.0 20.519.6518.8217.63 32.5132.5932.8633.1532.8832.8932.8932.91 5545.565.375315,42丘325.26 101.3100.495.2 1.471.201.49 0.150.060.060.030.070.050.15 0.660.360.280.210.190.240.15 0.170.020.150.230.250.230.23 0.950.460

.371.020.761.020.23 22.7723.0523.4723.98D 49 55,9.1612:30 14.5 05204048 0.50.20.10.0 21.321.3020.7618.9216.65 33.0933.1033.2233.2433.3333.2433.1933.2133_23 5.295,295.275.314.704.874.974.984.98 99.798.596.481.9 1.531.051.29 0.220.050.190.170.200.130.28 0.470.030.700.360.55 0.010.340.290.510.280.650.06 0

.570.611.192.771.221.641.00 22.9923.0023.2423_7324.35E 49 55.9.1613:00 14_5 05204048 0.50.20.10.0 20.520.3420.2319.2717_90l 32.9332.9433.0633_2233_1733.3333.3333.3333.33 5505.335.295364.504.574.514.14 102.098.896.595.5 1.611.401.57 0.100.050.070.250.380.310.40 0.170.390.241.541.42 0.130.01

0.040




